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第７回江戸街道プロジェクトアドバイザリー会議  

議事要旨 

 

日時：令和7年6月25日（水） 10:00～12:00 

場所：（株）リクルート 39 階 3901 会議室（グラントウキョウサウスタワー内） 

出席者（敬称略）： 

公益社団法人日本観光振興協会総合研究所 顧問 丁野 朗 

株式会社リクルート 地域創造部 部長 高橋 佑司  

株式会社三菱総合研究所 主席研究員 宮崎 俊哉  

跡見学園女子大学 兼任講師 山崎 まゆみ 

株式会社ジャーマン・インターナショナル 代表取締役社長 ルース・マリー・ジャーマン 

特定非営利活動法人全国街道交流会議 専務理事 古賀 方子 

足立成和信用金庫 理事長 土屋 武司  

一般社団法人ONSEN・ガストロノミーツーリズム推進機構 相談役 岡村 清二 

株式会社JTB総合研究所 主席研究員 亀山 秀一  

関東運輸局 局長 藤田 礼子  

関東運輸局観光部 部長 近藤 光則  

 

議題： 

（１）江戸街道プロジェクトアドバイザリー会議要綱の改正について 

（２）前回会議の振り返りについて 

（３）プロジェクトの取組状況と今後の展開について 

 

議事要旨： 

(１) 江戸街道プロジェクトアドバイザリー会議要綱の改正について 

・出席委員一同異議なし 

 

（２）前回会議の振り返りについて 

〇事業の周知・情報発信に関するご意見 

・潜在的顧客やエンドユーザーへの情報発信が重要である。ポータルサイトや SNSを活用し、地域主

体の運用が望ましい。 

 

〇事業者交流会に関するご意見 

・エンドユーザーへの周知方法も情報交換できるとよい。 

・討議時間の確保、課題に基づいた事業者のグループ分けのほか、地域からグループリーダーを擁立

し、地域が地域に働きかけるような運営等、様々な工夫ができるとよい。 

・これまでの好事例の共有や「江戸街道賞」のような表彰があると事業者のモチベーションにもつな

がるのではないか。 
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〇他省庁等の補助金・制度活用に関するご意見 

・持続性や実装部分のサポートについて、もう少し強力に展開するなど、事業を単発で終わらせない

ためにも継続して取り組む必要がある。 

・他の省庁等のスキームを活用している（連携している）事業か把握できるとよい。 

・国土交通省「日本風景街道」制度や、総務省「ローカル10,000プロジェクト」制度活用はどうか。 

 

〇その他前回会議の振り返りでのご意見 

・「食」だけでなく、「温泉」もフックに、江戸街道に着目した事業を造成するのもよい。 

・富裕層向けの展開も意識し、日本人の「手技」が光る高レベルのコンテンツを集約して案内するよ

うな仕立てもよい。 

・自地域エリアのコンテンツ作りが中心のため、スポットとスポットをつなぐ「街道」という部分を

改めて意識し、「江戸街道の目指す姿」を事業者が同じ目線で取り組めるようにできるとよい。 

・商品として魅力的に仕立てるために、成功例・好事例の枠組みを用意できるとよい。 

・企業のスポンサー参画を得られるように取り組めるとよい。 

・過年度の江戸街道プロジェクト参画事業者が、その後どのように展開しているか把握できるとよい。 

 

（３）プロジェクトの取組状況と今後の展開について 

〇ポータルサイトの展開に関するご意見 

・シンボルとなるサイトがあることは意義深い。このサイトを通して実際の場所のホームページにア

クセスできるような、導線の玄関として重要な役割を担える。 

・画像データだけでなく、しっかりテキスト情報も盛り込むことで、AI 検索にも参照されやすく、

多言語対応もされやすくなる。予約・決済の機能を盛り込むことも検討すべき。 

・事業者だけでなく、一般の方（エンドユーザー）にどれだけ使ってもらえるかも必要である。 

 

〇推進体制とプロモーションの抜本的強化に関するご意見 

・些細なことでも記事に取り上げてもらえるよう周知し、メディア活用することが大切である。 

・将来的なポータルサイトの運営や江戸街道プロジェクトに関する会議の主催を関東広域 DMOが担う

ことができれば、より幅広な連携が期待できる。 

 

〇その他全般的なご意見 

・プロジェクトの原点である「歴史・伝統・文化・産業で地域をつなぐ」という趣旨を、キックオフ

等でオンライン・英語対応も含めて再共有できるとよい。 

・事業者間の連携を促進し、商品化につなげていくためにも、事業者交流会には過年度の参加者も含

め、今後一括管理することで持続的な関係づくりを。また、他省庁の活用可能な事業を紹介できる

とよい。 

・モニターツアーは目指すターゲット層に近い参加者を選定することが効果的である。 

・「GREEN×EXPO 2027」との関わりも今後非常に重要になる。 

・この事業をやり遂げた先として、ゴールがどこなのか、改めて整理できるとよい。 

以上 


